
龍
　
に

つ

勘N

て

林

巳
　
奈
夫

一
婁
約
〕
支
那
の
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
な
動
物
の
申
・
最
も
署
る
レ
い
も
の
と
し
て
聾
あ
げ
ら
れ
よ
、
う
・
そ
の
シ
ン
ボ
ラ
イ
ズ
す
る
内
容
・
そ
の
起
原
等
の

　
雛
鍵
撮
轡
揃
矯
鞭
艇
糠
状
藩
繋
鍵
瀞
醗
鷺
で
黙
黙
ほ
馨
鷺
雛
謡
講
躯
熊
黛

一
み
る
が
・
虎
に
似
た
も
の
も
あ
れ
ば
・
何
と
も
つ
か
違
物
と
し
か
見
え
ぬ
も
の
竜
あ
り
・
そ
の
内
か
ら
龍
を
見
出
す
に
は
・
常
事
去
・
考
古
学
男
〃

い

へ
が
必
要
で
あ
る
。
龍
の
（
広
く
い
っ
て
、
設
周
全
器
を
飾
る
文
様
の
）
意
義
を
考
へ
る
上
の
暴
礎
作
業
と
し
て
、
寵
の
図
像
的
表
現
の
遡
源
を
試
み
た
。
後

凝
代
の
磯
紀
元
前
後
の
方
難
舞
薙
初
の
半
群
叢
雨
軽
羅
半
の
霧
霧
、
春
禁
の
諾
里
・
興
そ
れ
よ
り
少
。
時
代
の
遡
・
舞
・

一
出
土
殿
醐
、
と
時
代
順
に
龍
の
姿
を
追
及
す
る
。
そ
れ
か
ら
先
は
、
頁
数
が
切
れ
た
た
め
収
め
え
な
か
っ
た
の
で
、
や
や
尻
切
れ
と
ん
ぼ
で
あ
る
が
、
春
野
末

皿
轟
頷
の
龍
の
姿
を
明
か
集
し
え
菱
け
で
も
収
肇
あ
ら
う
。

序

　
従
来
龍
に
つ
い
て
論
じ
、
そ
の
起
原
を
考
へ
或
ひ
は
毅
周
青
銅
器

の
文
様
の
い
く
つ
か
に
龍
と
い
ふ
名
離
聖
つ
け
て
考
察
を
加
へ
た
屯

の
は
多
い
。
然
る
に
、
悪
事
籠
と
い
ふ
と
誰
竜
が
頭
に
思
ひ
浮
べ
、

直
ち
に
そ
れ
と
認
め
る
龍
の
内
、
遡
り
う
る
最
古
の
も
の
た
る
黒
革

　
　
　
　
　
龍
　
に
　
つ
　
い
　
て
（
林
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
、
｝
〉
」
ー
ー
、
一
〉
～
一
～
～
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
～
ー
ー
〉
一
㌧
へ

の
雛
…
か
ら
、
図
像
の
上
で
、
更
に
時
代
を
歴
史
的
に
遡
っ
て
研
究
す

る
者
の
な
い
の
は
む
し
ろ
驚
く
べ
き
こ
と
ぞ
あ
る
。
綿
密
に
、
時
代

を
追
っ
て
、
磐
代
の
龍
か
わ
遣
物
の
飛
石
を
伝
っ
て
遡
っ
て
ゆ
け
ば
、

我
女
の
親
在
勤
ひ
う
る
最
古
た
る
段
代
に
始
ま
っ
て
、
漢
代
に
到
る

ま
で
の
、
支
那
動
物
丈
の
内
、
ど
れ
が
正
当
に
籠
と
呼
び
う
る
も
の

で
あ
る
か
が
判
明
し
、
古
典
の
寵
に
間
す
る
記
載
を
参
照
す
れ
ば
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鷲
一
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曲
綴
＼
に
つ

い
て
（
林
）

そ
れ
ら
の
恩
讐
舞
器
の
文
様
・
表
現
が
何
を
意
味
し
た
か
と
い
ふ
大
き

な
…
問
題
に
つ
き
解
明
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
は
つ
で
あ
り
、
逆
に
ま
た
、

丈
献
の
記
載
も
、
そ
れ
だ
け
で
は
十
分
具
体
的
に
意
味
の
理
会
さ
れ

な
い
こ
と
が
ら
が
、
遺
物
の
方
か
ら
明
瞭
に
な
る
こ
と
も
あ
る
は
つ

で
あ
る
。

　
幸
び
甲
骨
文
に
驚
悸
が
あ
り
、
銅
器
動
物
文
を
参
照
す
る
こ
と
に

よ
り
、
こ
の
丈
字
の
出
来
た
時
代
に
、
龍
と
い
は
れ
た
も
の
が
ど
の

や
う
な
形
の
竜
の
か
明
ら
か
に
知
ら
れ
る
か
ら
、
図
像
の
上
で
漢
よ

り
遡
る
一
方
ば
か
り
で
な
く
、
ま
た
終
点
が
わ
か
っ
て
み
る
の
で
あ

の
、
こ
の
方
法
は
確
実
性
を
加
へ
る
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
　
一
口
に
時
代
を
追
っ
て
…
遡
っ
て
み
る
と
い
っ
て
・
も
、

毅
末
か
ら
漢
ま
で
の
闇
に
、
遺
物
の
編
年
と
い
ふ
ひ
ど
い
密
林
が
横

た
は
っ
て
る
る
。
そ
し
て
支
那
考
古
学
を
専
攻
す
る
者
に
と
っ
て
も

こ
れ
を
切
り
抜
け
る
の
は
並
大
て
い
の
こ
と
で
な
く
、
従
っ
て
そ
こ

に
は
魑
魅
閏
両
が
蹟
魑
し
て
み
る
と
い
ふ
わ
け
で
あ
る
。
股
よ
り
漢

に
到
る
銅
器
そ
の
他
の
遺
物
の
哺
噛
し
た
編
年
に
つ
い
て
は
、
細
部

に
お
い
て
更
に
研
究
を
進
む
べ
き
問
題
が
多
い
。
然
し
、
龍
の
系
譜

を
た
ど
っ
て
ゆ
く
に
差
支
へ
を
来
す
程
に
は
来
開
で
な
い
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
二

今
は
正
颪
か
ら
編
年
の
問
題
に
取
り
組
む
こ
と
を
避
け
、
使
用
す
る

各
遺
物
の
年
代
に
つ
い
て
は
、
話
を
進
め
る
途
中
で
、
必
要
に
応
じ

て
嬉
れ
て
ゆ
く
こ
と
に
す
る
。

　
本
年
三
月
梅
原
教
授
に
提
幽
し
た
研
究
報
告
で
は
、
か
か
る
方
針

で
、
ま
ず
図
像
的
表
現
を
研
究
し
、
次
に
そ
の
も
の
の
シ
ン
ボ
ル
と

し
て
の
意
義
の
解
明
を
試
み
た
の
で
あ
る
が
、
今
は
紙
面
が
限
ら
れ

て
み
る
の
で
、
第
一
章
図
像
、
の
前
半
し
か
戒
め
え
な
か
っ
た
。
残

り
は
ま
た
別
の
機
会
に
ゆ
つ
る
。

図

像

　
　
　
　
　
　
一

　
字
6
1
の
類
を
み
る
と
、
　
一
口
に
龍
と
い
っ
て
も
色
々
の
種
類
の
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
例
へ
ば
説
丈
に
「
較
、
龍
の
属
な
り
、
角
な

き
を
較
と
い
ふ
云
々
」
　
「
蟻
、
龍
の
ご
と
く
し
て
黄
な
り
云
々
」
等
。

更
に
経
籍
減
甲
な
ど
を
く
る
と
、
漢
代
以
降
の
学
者
が
、
屯
つ
と
沢

出
の
種
類
の
龍
を
色
々
と
解
釈
し
て
み
る
の
を
知
る
。
こ
れ
ら
の
解

釈
の
成
立
年
代
は
明
ら
か
で
な
く
、
股
以
降
の
現
存
遺
物
の
内
に
、

明
確
に
そ
れ
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
フ
ァ
イ
し
う
る
龍
を
見
出
す
の
は
姻
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難
で
あ
り
、
私
の
毘
発
点
た
る
漢
代
に
は
、
大
体
一
種
類
の
龍
し
か

見
出
せ
な
い
か
ら
、
　
「
龍
属
」
と
い
ふ
、
よ
り
上
位
の
概
念
か
ら
龍

を
扱
っ
て
ゆ
く
。

　
ま
つ
漢
代
の
、
確
実
に
龍
と
銘
う
た
れ
て
み
る
も
の
か
ら
始
め
て
、

そ
れ
と
同
じ
諸
特
徴
を
具
へ
た
も
の
を
、
遺
物
の
上
で
、
順
に
時
代

を
追
っ
て
遡
っ
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
こ
の
場
合
、
同
時
代
遺
物

に
現
れ
る
す
べ
て
の
例
、
お
よ
び
そ
れ
に
関
係
あ
る
面
様
に
つ
き
、

イ
グ
ゾ
ー
ス
テ
ィ
ヴ
に
触
れ
る
の
は
避
け
、
時
代
を
遡
る
飛
石
と
し

て
恰
好
で
あ
り
、
而
も
代
表
的
で
あ
る
ご
と
き
遺
物
を
拾
っ
て
ゆ
く

と
い
ふ
方
法
を
と
る
。
更
に
こ
の
場
合
、
龍
の
ご
と
き
支
那
古
代
の

最
屯
主
要
な
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
な
動
物
に
あ
っ
て
は
、
時
代
、
ス
ク
…

ル
、
そ
れ
が
表
現
さ
れ
る
材
料
等
の
制
約
に
よ
り
、
》
」
れ
を
表
現
す

る
と
き
の
線
、
面
、
及
び
そ
れ
ら
の
組
合
せ
か
ら
つ
く
ら
れ
る
全
体

の
印
象
は
異
な
る
に
し
て
も
、
全
体
的
な
内
容
の
一
部
分
を
そ
れ
ぞ

れ
分
担
し
て
シ
ン
ボ
ラ
イ
ズ
し
た
で
あ
ろ
ら
〔
身
体
各
部
の
種
目
の
組

含
ぜ
に
は
、
任
意
な
改
変
が
許
さ
れ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
、
と
の
想

定
か
ら
出
発
す
る
。
そ
し
て
こ
の
想
定
の
誤
ら
な
い
こ
と
は
直
ち
に

明
ら
か
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
　
（
龍
の
羽
状
丈
化
、
唐
草
風
雲
丈
化
に

　
　
　
　
　
葡
脚
に
つ
　
い
て
（
晶
弊
）

つ
い
て
は
別
の
機
会
に
触
れ
る
）

　
第
一
図
は
後
一
七
一
年
に
作
ら
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
り
、
而

も
木
連
理
、
鳳
鳳
、
等
と
共
に
、
祥
瑞
の
一
つ
と
し
て
「
黄
塵
」
と

そ
の
名
が
標
認
さ
れ
て
い
る
恰
好
の
例
ぞ
あ
る
。

　
鱗
で
お
ほ
は
れ
た
細
長
い
胴
、
頸
。
三
本
爪
の
あ
る
四
本
の
足
。

前
足
の
附
け
根
に
翼
。
頭
は
全
体
に
長
く
、
根
本
に
鱗
片
様
の
も
の

の
表
は
さ
れ
た
角
。
耳
。
鼻
の
先
に
は
上
向
き
の
尖
り
が
っ
き
、
長

い
背
が
あ
る
。
下
顎
は
や
や
淫
し
て
不
明
で
あ
る
。
尾
の
辺
り
に
雲

気
様
の
竜
の
が
渦
巻
い
て
み
る
。
　
（
こ
の
類
の
龍
の
体
か
ら
派
生
し
、

目
、
耳
、
無
難
と
ち
が
っ
て
、
自
然
の
動
物
に
そ
の
対
応
物
を
見
撮

し
え
な
い
屯
の
を
、
仮
に
羽
根
毛
と
名
附
け
て
お
く
）

　
ま
つ
、
こ
れ
が
後
漢
代
に
お
け
る
黄
櫨
と
い
ふ
も
「
の
で
あ
る
。
こ

れ
と
同
じ
龍
は
、
略
同
時
代
の
武
梁
祠
画
像
石
に
も
多
く
見
廻
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

る
。
例
へ
ば
、
後
室
第
五
石
三
層
の
膚
に
翼
の
あ
る
神
人
の
騎
っ
て

み
る
龍
。
た
だ
舌
、
羽
根
毛
が
な
く
、
牙
が
あ
る
点
が
異
な
る
。
両

　
　
　
　
　
②

城
山
第
一
九
石
の
絡
ん
だ
驚
の
頭
に
は
、
舌
と
牙
と
両
方
あ
る
。
こ

の
龍
は
翼
が
な
い
。
等
。
爾
像
石
ぞ
他
の
ど
の
龍
を
み
て
も
大
同
小

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

異
で
、
少
し
屯
特
に
変
っ
た
種
類
と
い
ひ
う
る
も
の
は
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
三
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い
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林
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五
六

挿
図
出
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

　
　
　
（
図
の
縮
尺
は
大
約
何
分
ノ
嚇
か
を
示
す
）

．
蜜
尻
鴇
。
澤
鴛
。
匿
一
〇
臓
虐
①
q
9
塁
碕
O
鼠
器
の
の
箕
①
亭

齢
二
〇
言
一
・
．
訪
㈹
・
H
ミ
・
李
三
白
褻
面

「
巌
窟
蔵
饒
」
、
二
・
中
、
三
四
、
日
熟
月
富
四
神
規
矩
鏡

梅
原
晶
木
治
「
瀧
｛
以
晶
別
の
古
鏡
の
研
究
」
図
阪
二
九

再
考
、
図
版
二
三
ノ
三

同
右
、
〃
〃
二
三
ノ
一

．
’
、
ぎ
導
び
8
二
〇
空
9
養
霧
。
臨
〉
昌
。
一
Φ
糞
噛
Ω
は
舞
．
冨
．

冒
×
×
区
，
ビ
）
幽
×
）
（
H
．

　
　
　
り

「
漢
以
仙
剛
の
古
鏡
の
研
究
」
揺
…
図
一
四
（
岡
［
麟
版
一
九
ノ
一
）

同
訓
、
挿
國
一
四
（
同
、
翻
凶
版
一
八
ノ
ニ
）

「
増
訂
洛
陽
金
村
吉
墓
聚
英
」
顧
版
七
九
ノ
ー

同
右
、
図
版
七
七

同
右
、
図
版
九
ニ
ノ
3
、
4

同
右
、
愚
意
一
一
七

同
旨
、
図
版
一
〇
八

同
穴
、
図
版
一
一
三
ノ
ー

「
支
那
古
銅
精
華
」
舞
器
、
　
一
九
七

「
河
南
四
八
志
縢
稿
」
図
ご
○

「
戦
國
式
銅
蕃
の
研
究
」
図
版
二
二
、
3

「
商
周
灘
器
通
考
」
下
一
四
七

「
増
訂
洛
醗
金
村
古
慕
聚
英
」
麟
版
一
〇
四
ノ
4

京
大
人
丈
科
学
研
究
所
蔵
標
本
よ
η

「
戦
［
園
式
銅
皿
慨
の
研
究
」
　
M
囹
胴
駅
七
八
ノ
リ
ム

「
新
鄭
謙
皿
僧
」
　
一
〇
三
曲
莱
、
立
鶴
庸
冤
の
耳

同
右
、
三
一
葉
蠣
襲
丈
鼎
一
、
足
頭
部

同
右
、
二
一
葉
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少
し
時
代
を
…
遡
る
と
、
前
漢
か
ら
後
瑛
に
か
け
て
行
は
れ
た
方
格

規
短
四
神
鏡
が
あ
る
。
四
神
で
あ
る
か
ら
虫
1
3
龍
で
あ
る
が
、
先
の
黄

龍
と
全
く
同
じ
龍
が
数
多
く
見
掛
さ
れ
る
。
第
二
図
は
や
や
丁
寧
に

表
は
さ
れ
た
例
で
あ
る
。
短
い
線
と
円
で
表
は
さ
れ
た
鱗
あ
る
長
い

胴
、
頸
。
四
足
。
肩
に
翼
、
細
長
い
頭
、
角
、
耳
、
尖
り
の
あ
る
鼻
、

舌
。
下
顎
に
は
漿
が
下
っ
て
い
る
。
ど
の
例
も
さ
う
で
あ
る
ご
と
く

棘
」
入
を
伴
っ
て
み
る
。

　
　
　
　
　
　
二

　
第
三
、
四
、
五
図
は
、
梅
原
博
士
が
郭
沫
若
に
同
調
せ
ら
れ
、
前

漢
初
頭
位
と
い
は
れ
る
一
類
の
鏡
に
見
ら
れ
る
龍
で
あ
る
。
全
体
が

込
み
入
っ
た
雲
気
紋
の
や
う
に
表
は
さ
れ
て
み
る
が
、
些
細
に
視
る

と
、
身
体
各
部
分
が
見
分
け
ら
れ
る
。
第
三
図
で
は
、
各
処
に
渦
巻

い
た
羽
根
毛
の
生
じ
て
み
る
細
い
う
ね
っ
た
胴
及
び
尾
、
前
向
に
コ

本
、
後
向
に
　
本
の
爪
の
生
へ
た
指
を
大
き
く
開
い
て
い
る
四
足
。

裂
け
さ
う
に
大
き
く
開
い
た
細
長
い
上
下
の
顎
。
そ
の
尖
端
内
側
に

は
牙
が
あ
り
、
外
側
に
は
渦
紋
状
突
起
が
あ
る
。
耳
の
上
に
は
先
づ

後
に
向
ひ
、
つ
い
で
上
に
巻
く
角
様
の
も
の
が
あ
る
。
根
本
に
角
ら

　
　
　
　
龍
に
つ

い
・
て
（
林
）
、

し
い
隣
片
は
表
は
さ
れ
て
み
な
い
。
第
四
、
五
図
の
も
の
は
、
胴
。

尾
は
同
様
で
あ
る
が
頭
が
短
く
、
角
は
短
く
、
根
本
に
鱗
片
様
の
線
が

衰
は
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
頭
の
上
か
ら
小
さ
い
羽
根
毛
の
派
生
す
る

長
い
羽
根
毛
が
出
て
み
る
。
そ
し
て
前
足
の
み
で
後
足
は
み
え
な
い
。

　
第
三
図
の
や
う
な
角
と
第
四
・
五
二
の
ご
と
き
角
と
に
よ
っ
て
区

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

別
さ
れ
る
コ
種
類
は
、
ホ
ワ
イ
ト
に
よ
り
、
前
三
世
紀
位
と
さ
れ
て

み
る
空
簿
に
一
対
と
し
て
表
は
さ
れ
て
い
る
。
（
第
六
図
）
　
こ
の
空

壇
の
人
物
を
伴
ふ
方
の
龍
と
、
第
三
図
の
そ
れ
と
の
一
致
は
、
頭
の

表
現
、
角
の
形
、
胴
の
各
処
か
ら
出
る
羽
根
毛
、
足
、
爪
の
形
に
お

い
て
特
に
徴
る
し
い
。
た
だ
こ
の
も
の
は
、
よ
り
大
き
な
ス
ペ
；
ス

が
寅
由
に
な
っ
た
た
め
で
あ
ら
う
が
、
胴
に
は
国
訴
の
も
の
、
口
に

は
舌
、
牙
以
外
の
歯
が
表
は
さ
れ
て
い
る
。
胴
の
各
処
、
足
の
関
飾

か
ら
嵩
て
る
る
羽
根
毛
が
長
く
の
び
の
び
と
し
て
み
る
の
も
そ
の
た

め
だ
ら
う
。
前
後
の
足
は
各
一
休
つ
つ
で
代
表
さ
れ
て
を
り
、
ま
た

耳
は
表
は
さ
れ
て
み
な
い
。
下
図
の
龍
は
第
四
・
黙
考
と
同
じ
く
、

根
本
に
鱗
片
の
あ
る
比
較
的
短
い
角
を
屯
つ
が
、
こ
の
も
の
は
鏡
の

例
と
異
な
り
、
細
長
い
顎
を
も
つ
て
を
り
、
前
後
の
足
が
具
は
つ
て

み
る
。
前
足
の
附
け
根
か
ら
は
、
先
に
巾
広
い
飾
り
の
つ
い
た
特
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
七

（267）



　
　
　
　
　
龍
に
つ
　
い
て
（
棟
じ

長
い
羽
根
毛
が
繊
て
る
る
。

　
先
の
三
・
四
。
五
図
の
鏡
と
獣
類
の
、
菱
形
と
置
文
を
基
本
と
す

る
細
地
文
を
・
も
つ
鏡
に
、
平
ら
な
レ
リ
ー
フ
ぞ
禽
獣
丈
を
影
絵
的
に

浮
き
禺
さ
せ
た
一
類
が
あ
る
。
カ
ー
ル
グ
レ
ン
は
こ
れ
を
前
四
世
紀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

に
置
く
が
、
大
体
そ
の
見
当
で
あ
ら
う
。
こ
の
類
と
、
先
の
第
三
。

四
・
五
玉
の
類
の
地
丈
を
比
べ
て
も
、
や
や
時
代
の
遡
る
こ
と
が
考

へ
ら
れ
、
ま
た
今
の
べ
た
世
渡
・
に
貯
蓄
し
で
表
は
さ
れ
て
み
る
簡
潔

な
島
と
、
こ
の
類
…
の
鏡
に
み
ら
れ
る
そ
れ
と
、
表
現
が
共
通
で
あ
る

こ
と
竜
、
こ
の
一
類
を
今
の
雀
域
と
略
同
じ
頃
、
即
ち
戦
国
時
代
最

後
の
百
年
位
に
行
は
れ
た
竜
の
と
し
て
、
こ
こ
に
考
察
を
加
へ
る
こ

と
の
妥
当
性
が
証
明
さ
れ
る
。

　
第
七
第
八
図
は
馬
そ
れ
か
ら
採
っ
た
例
で
あ
る
。
第
七
図
、
細
長

い
胴
。
そ
こ
に
矧
つ
表
は
さ
れ
て
み
る
円
は
、
第
六
図
の
ご
と
き
表

は
し
方
の
鱗
の
つ
も
り
か
も
し
れ
な
い
。
尾
の
先
は
葉
状
の
羽
根
毛

で
広
く
な
り
、
途
中
が
三
叉
鎗
の
や
う
に
な
っ
て
み
て
、
こ
れ
は
第

三
図
の
龍
に
も
み
ら
れ
る
。
後
足
は
二
本
に
。
前
二
本
、
後
一
本
に

広
く
開
い
た
指
。
前
足
は
一
本
で
表
は
さ
れ
、
肩
に
は
明
ら
か
に
翼

と
み
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
。
長
い
、
開
い
た
上
下
顎
の
内
側
に
は
牙
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
八

外
側
に
は
上
下
に
尖
っ
た
突
起
。
角
の
位
．
置
に
は
蒐
の
耳
の
や
う
な

形
の
も
の
が
あ
る
。
他
の
例
と
比
較
す
る
と
こ
れ
は
α
形
の
や
や
く

つ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
ま
た
こ
れ
が
、
長
く
伸
び
て

波
打
つ
た
形
に
な
っ
た
の
が
、
第
三
図
の
ご
と
き
角
で
あ
ら
う
。
第

八
図
で
は
、
第
六
図
の
竜
の
程
よ
く
発
達
し
て
み
な
い
が
、
細
長
い

胴
の
随
処
に
羽
根
毛
が
つ
き
、
四
足
。
前
足
の
肩
か
ら
第
六
図
下
図

と
同
様
な
緬
長
い
羽
根
毛
が
禺
て
先
に
巾
広
い
飾
り
が
っ
く
、
一
事

丈
を
重
ね
合
せ
た
竜
の
で
鱗
が
表
は
さ
れ
る
。
紅
鱒
め
附
根
忙
や
や

大
き
な
円
の
あ
る
こ
と
、
第
六
隠
下
図
と
共
通
で
あ
る
。
頸
は
や
や

短
く
、
牙
、
歯
、
鼻
先
の
尖
り
は
型
の
ご
と
く
表
は
さ
れ
る
。
角
が

前
向
き
な
の
は
異
例
で
あ
る
。
そ
の
他
の
例
を
み
て
竜
、
紋
様
と
し

て
よ
り
強
度
に
、
自
由
自
在
な
美
し
い
曲
線
、
構
図
を
屯
っ
て
表
は

さ
れ
な
が
ら
、
而
も
、
体
、
足
、
頸
、
羽
根
毛
、
等
主
要
な
も
の
は

十
分
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
フ
ァ
イ
さ
れ
う
る
と
い
ふ
事
実
に
注
意
さ
れ
た

い
。　

そ
こ
で
、
今
度
は
第
九
！
甲
一
図
に
挙
げ
た
洛
陽
金
村
轟
土
晶

に
移
ら
う
。
金
村
の
フ
ン
ド
を
す
べ
て
同
階
代
の
も
の
と
前
提
し
、

こ
れ
に
同
地
鷹
土
と
伝
え
る
懸
莞
鐘
の
年
代
を
当
て
は
め
る
こ
と
の

（2C8　）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

誤
り
は
梅
原
博
士
の
い
は
れ
る
ご
と
く
で
あ
る
。
カ
…
ル
グ
レ
ン
は

金
村
が
韓
の
地
で
あ
っ
た
こ
と
、
騒
莞
鐘
の
年
代
、
上
地
出
土
品
に

み
ら
れ
る
銘
丈
の
字
体
、
等
よ
り
、
こ
の
フ
ン
ド
を
前
四
五
〇
年
頃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

1
二
三
〇
年
の
頃
と
し
て
み
る
。
今
扱
ふ
遺
物
を
文
様
の
共
通
と
い

ふ
方
よ
り
、
絶
対
年
代
の
決
る
器
と
比
較
し
て
み
る
と
、
大
体
そ
の

辺
に
来
る
。
第
一
〇
図
と
略
奪
式
の
、
龍
の
鼻
の
頭
に
猛
禽
が
躍
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

か
か
っ
て
み
る
テ
ー
マ
の
金
具
の
下
端
、
そ
の
他
こ
れ
ら
と
同
手
法

の
金
銀
錯
を
施
し
た
多
数
の
飾
り
金
具
に
見
ら
れ
る
菱
形
、
又
は
短

形
の
内
に
、
巾
・
広
い
帯
を
も
つ
て
画
か
れ
た
渦
交
を
収
め
る
一
連
の

文
様
に
つ
い
て
こ
れ
を
試
み
よ
う
。
　
（
こ
の
文
様
は
、
梅
原
博
士
の

い
は
れ
る
ご
と
く
、
獣
面
、
趣
章
魚
よ
り
変
化
し
た
屯
の
と
し
て
こ

れ
ら
よ
り
後
極
の
竜
の
ぞ
あ
り
、
後
に
の
べ
る
ご
と
き
、
早
い
時
期

の
所
謂
戦
国
式
遺
物
に
は
見
ら
れ
ず
、
　
囲
時
期
を
代
表
す
る
身
様
の

一
つ
で
あ
る
こ
と
が
、
こ
こ
に
取
り
上
げ
る
理
由
で
あ
る
）

　
寿
特
撮
土
の
楚
和
合
葦
手
楚
王
金
肯
の
銘
あ
る
藩
を
含
む
、
有
名

　
　
　
　
　
　
⑨

な
フ
ン
ー
3
が
あ
る
。
後
者
を
郭
沫
若
は
前
者
と
同
一
入
と
な
し
た
に

対
し
、
機
甲
は
「
古
人
自
ら
そ
の
名
を
書
く
に
、
決
し
て
、
声
近
き

の
離
の
仮
借
を
用
ひ
て
之
を
為
る
も
の
な
し
」
と
い
ひ
、
後
者
を
怠

　
　
　
　
　
龍
に
つ
　
い
て
（
林
）

と
は
別
人
と
し
て
、
鴻
烈
王
（
前
二
六
コ
t
二
三
八
）
に
当
て
て
ゐ

⑧る
。
私
は
麿
説
を
と
る
。
こ
の
後
者
の
銘
あ
る
籏
に
は
、
金
村
の
も

の
と
多
少
構
成
を
異
に
す
る
が
、
今
問
題
の
文
様
が
つ
け
ら
れ
て
る

る
。
ま
た
郭
沫
若
が
前
三
四
二
年
七
月
に
王
と
な
り
、
十
月
に
殺
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

れ
た
越
の
太
子
諸
餐
に
当
て
た
越
王
者
召
於
陽
矛
下
部
の
沈
丈
の
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

物
表
現
は
、
例
へ
ば
藤
井
善
助
氏
蔵
の
有
蓋
象
難
百
獣
壷
の
動
物
と

略
共
通
で
あ
り
、
こ
の
壷
の
頸
部
に
は
今
と
り
上
げ
た
文
様
と
見
ら

れ
る
も
の
が
あ
る
。
ま
た
や
や
違
う
が
S
字
状
に
く
ね
る
動
物
の
表

現
の
或
る
も
の
、
蛇
を
伴
ふ
鳥
と
い
う
特
殊
な
モ
チ
ー
フ
に
お
い
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

今
の
傭
四
と
や
・
は
㌔
り
共
席
廻
性
を
も
つ
狩
猟
文
密
冤
（
パ
・
り
、
ル
ー
氏
解
離
朕
口
㎜

の
ご
と
き
）
が
あ
り
、
こ
れ
に
現
れ
る
と
全
く
同
じ
ざ
射
人
物
、
鳥
な
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

ど
が
表
は
さ
れ
て
み
る
黒
陶
の
鏡
を
含
む
黒
陶
明
器
の
一
群
が
あ
り
、

こ
れ
に
は
、
先
の
金
村
の
金
銀
錯
金
具
と
同
様
、
菱
形
に
巾
広
い
帯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

の
渦
文
を
収
め
た
文
様
を
つ
け
た
豆
が
含
ま
れ
て
み
る
。
こ
の
や
う

に
し
て
、
第
九
－
一
一
図
の
遺
物
が
、
前
四
一
三
世
紀
に
亙
る
時
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
験
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
第
九
図
を
み
る
と
、
こ
こ
に
も
龍
が
み
る
。
細
長
い
顎
。
内
側
に

犬
歯
及
び
そ
れ
よ
り
後
方
の
歯
。
上
顎
の
、
大
き
な
隆
起
し
た
懸
軍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
九
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龍
｝
に
つ
　
い
て
（
林
）

の
後
に
は
伏
せ
た
葉
状
の
も
の
が
後
方
に
撃
っ
て
や
や
持
ち
上
っ
て

を
り
、
下
顎
に
も
同
様
の
も
の
が
み
ら
れ
、
こ
れ
は
第
六
図
の
龍
の

上
下
顎
の
尖
端
の
突
起
に
相
ひ
当
る
や
う
で
あ
る
。
眉
の
延
長
が
耳

に
な
り
、
そ
れ
を
角
が
貫
い
て
下
後
方
に
向
ふ
。
角
の
根
本
の
母
様

は
や
は
り
第
六
図
の
龍
の
角
の
鱗
片
に
あ
た
る
。
そ
の
後
に
、
角
の

な
い
、
小
さ
な
、
所
請
醜
龍
が
表
は
さ
れ
て
み
る
。
第
一
〇
図
軍
国

の
頭
に
猛
禽
が
撃
っ
て
る
る
だ
け
で
、
前
の
も
の
と
同
じ
龍
で
あ
る

が
、
頭
の
後
に
孤
を
二
つ
連
ね
た
第
八
図
の
龍
の
鱗
と
岡
じ
文
様
が

散
在
し
て
み
て
、
こ
の
部
分
の
頸
部
た
る
こ
と
を
暗
示
し
て
み
る
。

第
一
一
図
は
牙
の
後
に
草
食
獣
の
ご
と
き
歯
が
あ
る
点
、
第
九
図
な

ど
と
異
な
塾
、
長
い
耳
の
下
を
逼
っ
て
第
六
図
の
龍
と
同
じ
式
の
角

が
下
後
方
に
向
っ
て
の
び
て
み
る
。
顔
の
♂
後
の
〃
輪
廓
は
ケ
バ
ケ
バ
で

縁
ど
ら
れ
、
第
五
図
、
第
三
図
な
ど
と
同
じ
表
現
、
で
あ
る
。

　
次
に
第
＝
一
－
一
四
図
の
玉
器
を
調
べ
て
み
よ
う
。
こ
れ
ら
の
遺

物
の
時
代
．
を
考
へ
る
た
め
、
　
コ
増
訂
洛
陽
金
村
＋
口
菓
｝
聚
媒
央
」
図
版
・
兀

六
・
1
の
7
嵌
玉
野
毯
龍
丈
黄
金
帯
鉤
」
を
見
て
み
よ
う
。
こ
れ
の

中
に
嵌
め
て
あ
る
所
謂
題
龍
の
形
を
し
た
玉
は
、
今
の
第
乙
二
一
～

四
二
の
も
の
と
同
じ
テ
の
も
の
で
あ
る
。
即
ち
ど
ち
ら
も
弾
力
性
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
〇

富
む
躍
動
し
た
隠
線
。
周
囲
を
縁
ど
る
細
い
突
帯
の
中
に
は
、
細
い
、

単
純
な
、
或
ひ
は
根
交
叉
す
る
並
行
線
を
容
れ
た
簡
単
な
篤
農
が
散

在
す
る
だ
け
で
す
っ
き
り
し
た
感
じ
。
そ
し
て
こ
の
帯
鉤
の
外
梅
を

な
す
の
は
、
第
九
一
一
一
図
と
岡
様
、
ヒ
面
を
多
く
使
ひ
、
同
様
弾

力
性
に
富
む
曲
線
ぞ
形
造
ら
れ
た
龍
で
、
こ
の
写
真
の
下
部
に
は
、

第
九
図
と
同
じ
顎
、
牙
、
耳
、
目
、
角
を
も
つ
た
頭
部
が
み
ら
れ
る
。

金
属
部
と
馬
蝉
は
共
存
す
る
の
み
で
な
く
、
ま
た
ど
ち
ら
も
、
面
の

中
に
更
に
文
様
を
一
ぱ
い
つ
め
こ
む
と
い
ふ
繁
雑
な
手
法
を
用
み
ず
、

面
と
そ
の
境
界
た
る
線
を
主
と
し
、
而
酪
舗
素
と
は
凡
そ
か
け
離
れ

た
、
力
の
こ
も
っ
た
。
豪
奢
な
も
の
に
作
り
上
げ
て
み
る
点
、
両
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

の
同
時
性
が
証
せ
ら
れ
る
。

　
第
一
二
図
壁
の
真
上
に
み
る
の
は
、
S
字
形
に
く
ね
っ
た
長
い
胴
、

尾
（
先
端
欠
失
）
四
足
（
後
足
の
一
方
鴬
遷
）
鋭
い
牙
を
む
き
出
し
、

口
を
大
き
く
憂
い
た
短
い
頭
。
鼻
の
先
は
写
真
で
は
不
朋
。
下
顎
に

は
後
向
の
尖
っ
た
突
起
。
O
形
の
鶏
。
胸
の
蘭
に
第
六
・
八
図
に
見

ら
れ
る
ご
と
き
長
い
羽
根
毛
（
根
本
よ
り
短
い
枝
）
頭
上
に
は
、
第

四
。
五
山
に
あ
っ
た
と
同
じ
、
枝
岐
れ
し
た
羽
根
毛
。
と
い
っ
た
動

物
で
龍
た
る
の
条
件
を
具
へ
て
い
る
。
そ
の
左
下
に
み
る
の
も
略
嗣

（　27e　）



様
の
も
の
で
あ
る
が
、
今
の
龍
の
頭
上
に
あ
っ
た
枝
妓
れ
し
た
大
き

い
羽
根
毛
が
胸
の
薗
に
、
胸
の
前
に
あ
っ
た
の
が
頭
の
後
に
い
っ
た
、

と
い
ふ
形
で
あ
る
。
原
石
の
制
約
に
よ
る
の
で
あ
ら
う
。
尻
の
先
に

短
い
の
が
一
つ
出
て
み
る
。
内
側
の
環
を
三
分
ノ
コ
周
ば
か
り
し
て
、

上
の
二
匹
と
同
じ
龍
が
屯
う
一
顧
み
る
。
内
側
の
環
を
ふ
ま
へ
て
み

る
蘭
足
の
後
、
腹
と
環
の
閥
に
あ
る
も
の
は
、
第
二
の
龍
の
胸
の
前

に
あ
る
枝
岐
れ
し
．
た
羽
根
毛
、
頭
と
尾
の
聞
の
ス
ペ
ー
ス
を
埋
め
て

み
る
の
は
、
最
初
説
明
し
た
例
の
頭
上
よ
り
出
　
て
い
る
羽
根
毛
に
相

当
す
る
や
う
で
あ
る
。
腹
、
尻
に
竜
短
い
羽
根
毛
。
ス
ペ
ー
ス
原
材

の
制
約
に
よ
り
、
羽
根
毛
の
位
鐙
、
数
に
差
が
あ
る
が
、
身
体
各
部

の
種
国
の
面
か
ら
み
れ
ば
、
ひ
と
し
く
今
遙
ず
っ
と
追
及
し
て
き
た

龍
の
属
と
み
ら
る
。

　
第
一
四
図
は
、
今
と
同
じ
龍
を
竪
長
の
ス
ペ
…
ス
に
表
現
し
た
例

で
あ
る
。
第
ご
函
の
と
同
じ
短
い
頭
。
胸
の
前
か
ら
幽
た
や
や
長

い
羽
根
毛
を
咬
み
’
、
背
中
、
及
び
尾
か
ら
分
岐
し
た
羽
根
毛
に
、
そ

れ
ぞ
れ
前
足
及
び
後
足
を
踏
ん
張
っ
て
み
る
。
尾
は
三
つ
の
枝
岐
れ

に
、
水
を
つ
け
て
撫
で
つ
け
た
よ
う
な
形
で
あ
る
。
第
；
一
図
の
怪

獣
も
、
体
は
ズ
ン
グ
リ
短
い
が
、
角
、
．
目
の
上
の
尖
り
、
鼻
の
先
下

　
　
　
　
　
醗
…
に
つ
　
い
て
（
林
）

顎
の
先
の
尖
り
、
牙
、
足
、
分
岐
七
た
尾
（
申
文
が
散
在
）
腰
の
上

の
羽
根
毛
、
第
六
図
の
竜
の
程
発
達
し
て
み
な
い
が
、
足
の
関
節
か

ら
後
方
に
向
っ
て
出
て
み
る
短
い
羽
根
毛
等
と
分
析
的
に
し
ら
べ
．
て

み
る
と
、
こ
れ
竜
第
一
四
図
と
同
じ
身
体
各
部
の
種
目
を
具
覧
て
み

る
の
を
知
る
。
た
だ
太
短
い
材
料
に
膿
め
た
た
め
、
長
い
枝
岐
れ
し

た
羽
根
毛
が
な
い
だ
け
、
と
い
へ
る
。

　
以
上
、
こ
の
節
で
は
漢
よ
り
一
段
遡
っ
た
時
代
の
龍
属
を
大
体
明

ら
か
に
し
た
。
何
だ
か
、
す
べ
て
懲
悪
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
了
ふ

や
う
で
あ
る
が
、
実
際
さ
う
で
あ
る
。
或
ひ
は
反
問
さ
れ
る
で
あ
ら

う
、
「
第
＝
一
図
な
ど
、
や
は
り
虎
に
似
て
み
る
で
は
な
い
か
」
、
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

三
蔵
た
る
鳩
に
、
　
「
虎
に
似
て
鱗
あ
り
」
と
い
ふ
解
釈
秀
あ
る
。

「
で
は
第
ご
二
図
の
や
う
に
太
短
い
の
も
、
第
一
四
図
の
ご
と
く
細

長
い
の
も
同
じ
く
龍
と
い
ふ
の
か
」
と
。
龍
は
善
く
変
化
す
る
も
の

で
「
能
く
綱
能
く
巨
、
能
く
短
能
く
長
し
と
い
は
れ
る
。
…
…
こ
の

よ
う
な
凡
そ
あ
て
に
な
ら
な
い
よ
う
な
返
等
心
も
、
シ
ン
ボ
ル
の
章
を

ま
て
ば
す
べ
て
納
得
ゆ
く
よ
う
に
説
明
さ
れ
う
る
も
の
で
あ
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
こ
ま
で
説
明
す
る
紙

面
が
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
一
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三

も
う
一
つ
時
代
を
湖
則
り
う
。
鯨
第
一
五
t
一
ご
一
図
。
乱
撃
の
フ
ン
ド
に

よ
っ
て
代
表
さ
れ
る
時
期
で
あ
る
。
こ
の
竜
の
の
絶
対
年
代
の
一
点

な
知
る
手
が
か
り
に
な
る
竜
の
と
し
て
、
伝
輝
県
職
土
の
鶴
邪
論
壷

が
あ
る
。
こ
の
壷
を
飾
る
丈
様
が
、
李
鹸
フ
ン
ド
で
代
表
さ
れ
る
一

類
の
丈
様
で
あ
る
こ
と
は
一
見
し
て
問
題
な
く
、
こ
の
壷
の
動
物
黒

鼠
と
そ
っ
く
り
の
遺
物
が
李
酸
か
ら
禺
て
る
る
。
　
（
第
一
六
、
　
一
七

國
参
照
）
イ
ェ
ッ
ツ
、
唐
蘭
、
陳
夢
家
、
孫
海
波
の
諸
氏
が
こ
の
壷

の
銘
文
に
つ
き
、
各
自
の
解
読
を
試
み
て
み
る
が
、
呉
王
、
墨
池
、

二
黒
の
三
個
有
名
詞
、
及
び
会
盤
の
こ
と
よ
り
、
こ
れ
を
哀
公
一
三

年
（
前
四
八
二
年
）
の
呉
と
習
の
会
盟
の
事
件
を
記
し
た
も
の
と
す
る

点
に
お
い
て
一
致
し
て
み
る
。
策
ご
九
図
に
み
る
ご
と
き
O
形
の
角

を
竜
つ
た
龍
の
現
れ
る
例
と
し
て
、
陳
意
馬
般
が
あ
る
。
こ
の
敲
の

銘
の
7
態
十
叉
三
年
陳
公
午
…
…
L
を
陳
叢
論
午
の
コ
ニ
年
（
前
一
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

穴
九
年
）
と
な
す
に
落
入
も
異
論
は
あ
る
ま
い
。
と
こ
ろ
が
こ
の
鍛

は
器
腹
に
容
庚
の
い
ふ
歪
曲
文
を
飾
っ
て
を
り
、
こ
の
文
様
の
粗
大

な
感
じ
の
も
の
は
、
西
周
末
か
ら
春
秋
に
か
け
て
盛
行
し
た
亀
の
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
二

こ
の
器
は
い
は
ば
擬
査
的
な
も
の
で
あ
る
。
故
に
単
純
に
、
こ
の
把

手
の
ご
と
き
龍
の
行
は
れ
た
時
代
の
一
点
と
し
て
前
三
六
九
年
を
結

論
し
え
な
い
。
然
し
、
こ
の
把
手
の
作
り
は
、
前
四
八
二
年
に
一
点

を
有
す
る
一
類
と
同
じ
表
現
を
も
ち
、
揃
も
器
腹
を
飾
る
霧
雌
文
の
、

西
周
末
以
来
の
も
の
の
形
式
を
襲
ひ
な
が
ら
竜
、
線
の
性
質
に
到
っ

て
は
流
麗
な
い
は
ば
今
様
の
も
の
た
る
に
異
な
り
、
把
手
に
は
、
過

ま
の
も
の
と
な
り
了
つ
た
形
式
を
後
世
に
真
似
る
場
合
の
、
形
式
と

表
現
の
チ
グ
バ
グ
さ
は
一
つ
障
み
ら
れ
な
い
。
故
に
多
少
の
時
代
の

ず
れ
は
考
へ
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
し
て
も
、
こ
の
形
式
の
動
物
表

現
の
三
百
年
代
に
入
っ
て
か
ら
も
行
は
れ
た
こ
と
は
、
ま
つ
考
へ
う

る
の
で
は
な
い
か
と
思
ふ
。
禺
稲
王
壷
聖
飾
る
、
上
向
花
軍
形
の
中

に
羽
状
文
を
諮
れ
た
文
様
は
、
　
呉
王
翰
墨
鑑
の
、
　
下
向
花
辮
形
に

羽
状
文
を
納
れ
た
例
と
似
て
を
り
、
後
者
は
呉
王
夫
差
在
位
中
（
薗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

四
九
五
t
四
七
七
）
に
作
ら
れ
た
も
の
で
時
代
も
共
通
で
あ
る
。
時

代
が
遡
る
例
と
し
て
有
名
な
鷹
禿
鐘
が
あ
る
。
従
来
の
す
べ
て
の
考

⑪証
を
検
討
し
た
結
果
、
私
は
現
在
前
五
五
か
年
説
は
動
か
な
い
も
の

と
考
へ
て
る
る
。
こ
の
鐘
は
十
命
発
達
し
た
典
型
的
な
戦
国
式
（
或

は
准
式
）
か
と
い
ふ
と
、
一
一
匹
の
S
字
形
龍
の
絡
み
合
ふ
単
位
文
様

（　272　）



は
、
例
へ
ば
子
璋
鐘
な
ど
の
ご
と
き
形
式
的
に
少
し
遡
る
時
期
に
例

の
多
い
も
の
で
あ
り
、
　
鰍
面
の
下
顎
、
　
胴
な
ど
不
規
則
な
と
こ
ろ

が
あ
塑
、
　
そ
れ
ら
単
位
文
の
閤
を
埋
め
る
地
丈
に
、
　
不
規
則
な
三

角
形
、
四
角
形
、
円
な
ど
を
画
く
渦
丈
が
日
H
に
つ
き
、
こ
れ
．
は
、
呂

⑳
鐘
な
ど
や
や
時
代
の
古
い
例
を
思
は
せ
る
も
の
が
あ
る
。
ま
た
禺
邦

題
壷
と
同
出
と
伝
へ
、
ま
た
こ
れ
に
あ
る
の
と
網
似
た
、
二
面
を
中

心
に
両
側
に
胴
の
禺
る
文
様
を
有
す
る
ス
ト
ツ
ク
レ
所
蔵
の
鐘
の
桐

向
ふ
両
三
の
紐
（
第
一
五
図
）
と
同
様
と
思
わ
れ
る
亀
の
は
、
甚
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

お
粗
末
な
図
し
か
な
い
が
垣
越
戌
鐘
（
手
掌
公
〔
前
五
七
五
一
五
三

　
　
　
⑳

コ
〕
の
作
）
に
み
ら
れ
る
。
図
が
悪
い
の
で
は
っ
き
り
し
な
い
が
、

こ
の
鐘
の
鼓
蒙
の
文
…
様
は
、
ス
ト
ツ
ク
レ
の
鐘
の
ご
と
き
完
成
し
た

所
謂
戦
国
式
の
も
の
と
は
異
な
っ
て
大
「
ま
か
で
あ
り
、
新
鄭
出
土
の

⑲鋳
を
宋
代
の
画
家
が
画
い
た
も
の
を
、
何
度
も
複
刻
し
た
ら
、
丁
度

こ
ん
な
に
な
り
さ
う
で
あ
る
。
新
郷
フ
ン
ド
が
、
形
式
的
に
も
今
問

題
に
し
て
み
る
時
期
よ
り
古
い
こ
と
は
何
入
も
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ

ら
う
が
、
か
か
る
類
が
、
前
六
世
紀
中
頃
、
或
ひ
は
そ
れ
よ
り
少
し

前
に
作
〉
む
れ
て
み
た
と
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
即
ち
、
六
世
紀
中

頃
、
或
ひ
は
も
少
し
前
に
、
少
く
と
も
属
文
で
絶
対
年
代
の
わ
か
る

　
　
　
　
　
蒲
幽
に
つ
　
い
て
（
林
）

器
の
上
で
は
、
李
鹸
フ
ン
ド
で
代
表
さ
れ
る
時
期
べ
の
過
渡
期
が
あ

っ
た
、
と
い
へ
よ
・
う
。

　
第
一
五
図
は
、
伝
輝
県
黒
土
の
鐘
の
紐
で
あ
る
。
こ
こ
に
向
ひ
合

ふ
二
匹
の
龍
が
み
る
。
く
ね
っ
た
長
い
胴
と
尾
．
尾
に
は
鱗
が
表
は

さ
れ
、
尻
の
上
に
は
第
ご
一
、
一
三
図
の
も
の
と
影
藤
短
い
羽
根
毛

が
あ
る
。
前
足
の
附
け
根
に
は
羽
根
毛
が
あ
り
、
先
の
丸
く
巻
い
た

と
こ
ろ
が
円
で
表
は
さ
れ
る
。
前
後
の
足
の
関
節
か
ら
は
、
第
ご
二
、

一
四
、
七
図
と
同
じ
や
う
に
、
後
向
き
の
羽
根
毛
が
あ
り
、
足
先
に

鋭
い
爪
が
み
ら
れ
る
。
上
下
の
顎
を
一
直
線
に
近
く
な
る
ま
で
に
開

い
た
口
か
ら
は
長
い
舌
が
下
り
、
上
顎
に
は
牙
が
あ
る
。
鼻
先
、
下

顎
尖
端
は
大
き
く
渦
巻
き
に
な
る
。
第
一
二
図
に
あ
る
ご
と
く
長
い

羽
根
毛
が
出
て
こ
れ
に
も
鱗
状
の
文
様
が
つ
け
ら
れ
て
る
る
。
目
の

真
下
に
丸
っ
こ
い
ハ
ー
ト
形
の
耳
が
あ
り
、
そ
れ
る
ぐ
る
つ
と
巻
い

て
、
縄
の
や
う
な
文
様
の
つ
い
た
角
が
見
ら
れ
る
。
第
コ
一
図
は
一

五
図
の
龍
と
比
べ
て
み
る
と
、
胴
、
尾
、
足
、
羽
根
毛
、
角
、
口
、

鼻
の
形
、
等
す
べ
て
共
通
で
あ
P
、
牙
を
露
は
さ
ず
、
翼
の
あ
る
点

だ
け
が
異
な
る
。
頭
上
の
羽
根
毛
は
伏
せ
て
頭
に
密
着
し
て
み
る
ら

し
い
。
　
（
第
九
図
の
角
の
後
方
に
あ
る
一
対
の
葉
状
の
も
の
も
、
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
蕊
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れ
と
同
じ
羽
根
毛
と
み
ら
れ
よ
う
）
第
一
六
図
は
第
一
五
図
の
鐘
と

同
禺
と
伝
へ
る
巨
鐘
王
壷
の
動
物
形
耳
で
あ
る
が
、
鋼
製
繊
土
の
第

一
七
図
と
酷
似
し
て
み
る
。
第
一
七
図
の
方
が
細
部
は
は
っ
き
り
し

て
み
る
が
、
足
が
な
い
ゆ
え
、
二
一
図
と
併
せ
論
じ
よ
う
。
第
一
五

図
と
較
べ
る
と
、
第
二
一
図
同
様
、
頸
は
や
や
短
い
が
胴
、
頸
に
鱗

丈
を
も
ち
、
兄
の
関
節
の
後
か
ら
は
羽
根
毛
。
耳
、
角
、
鼻
は
第
二

五
図
と
同
じ
。
　
（
第
一
六
図
で
は
、
巻
い
た
鼻
の
尖
端
が
遊
離
し
て

み
る
。
形
式
学
的
に
み
・
れ
ば
、
第
　
五
図
か
ら
一
七
図
↓
一
穴
図
↓

＝
ご
図
、
と
い
っ
た
願
で
前
節
の
寵
の
鼻
の
先
の
突
起
が
生
れ
た
も

の
と
考
へ
ら
れ
る
。
下
顎
の
突
起
も
岡
様
）
第
一
五
図
の
頭
上
の
羽

二
毛
は
第
一
六
図
で
は
明
ら
か
で
な
い
。
第
一
七
図
で
は
眉
間
か
ら

前
頭
部
に
か
け
て
鶏
冠
状
の
鰭
が
あ
る
。
舌
の
有
無
は
錺
で
わ
か
ら

な
い
。

　
第
一
七
図
の
胴
と
第
訟
八
図
の
…
胴
と
を
較
べ
ら
れ
た
い
。
後
者
の

尾
は
器
の
形
の
制
約
に
よ
り
、
羽
根
毛
の
ご
と
き
形
ぞ
附
け
足
し
に

な
っ
て
み
る
が
、
何
れ
も
隣
を
竜
ち
、
全
く
同
一
で
あ
る
。
後
者
の

足
は
胴
に
張
り
つ
い
て
み
る
。
足
先
に
爪
、
足
の
附
け
根
に
羽
根
毛
。

頭
に
α
形
の
角
。
第
H
九
図
の
玉
も
、
こ
の
系
統
の
角
を
も
つ
た
例

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
四

で
あ
る
。
胴
の
白
露
突
出
部
の
左
下
及
び
一
夕
か
ら
右
に
分
れ
た
火
き

な
枝
が
足
ぞ
あ
り
、
爪
が
示
さ
れ
て
み
る
。
頸
の
後
、
後
足
闘
節
の

後
、
及
び
尾
か
ら
は
羽
根
毛
。

　
今
の
こ
の
二
例
と
同
じ
角
を
も
つ
た
龍
が
絡
み
合
ひ
、
分
枝
し
た

形
ぞ
地
丈
化
し
た
秀
の
が
、
こ
の
期
の
銅
器
に
無
数
に
み
ら
れ
る
。

特
徴
的
な
角
、
上
下
顎
、
羽
根
毛
、
舌
、
等
、
縷
説
す
る
こ
と
も
あ

る
ま
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
に
ま
た
の
べ
る
。

　
少
し
屯
ど
つ
て
、
先
の
第
国
土
図
、
二
一
図
の
龍
と
、
第
一
一
〇
図

、の

C
の
足
の
頭
部
と
を
比
較
し
よ
う
。
上
下
顎
、
目
、
眉
、
角
、
そ

の
中
に
包
ま
れ
た
丸
い
耳
、
等
の
具
含
は
全
く
同
一
で
あ
る
。
角
の

上
方
、
中
央
寄
り
に
あ
る
の
は
羽
根
毛
で
あ
る
ら
し
い
。
　
「
戦
国
式

銅
器
の
研
究
」
図
版
五
五
の
、
鑑
、
所
謂
男
惚
を
参
考
す
れ
ば
こ
の

こ
と
は
よ
く
わ
か
る
。
こ
の
羽
根
毛
の
下
、
眉
闘
か
ら
額
に
か
け
て

あ
る
、
両
側
に
渦
交
の
派
生
す
る
隆
起
は
、
所
謂
獣
面
に
ず
っ
と
残

っ
て
ゆ
く
も
の
だ
が
、
第
一
八
図
の
凹
龍
の
、
前
頭
部
に
あ
っ
た
鶏
冠

状
の
も
の
を
、
平
面
的
に
表
は
し
た
竜
の
で
あ
る
。

　
こ
の
や
う
な
鼎
の
足
の
獣
性
は
、
龍
の
頭
部
だ
つ
た
の
で
あ
る
。
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王
事
ニ
t
二
四
図
は
懸
濁
出
土
品
申
、
丈
様
要
素
を
共
有
し
、
確

か
に
岡
蒔
鋳
造
と
思
は
れ
る
も
の
よ
り
採
っ
た
。
こ
れ
ら
が
、
大
体

前
六
世
紀
中
頃
、
叉
は
そ
れ
よ
り
少
し
前
の
時
代
の
も
の
で
あ
る
こ

と
は
前
節
で
既
に
の
べ
た
通
り
で
あ
る
。

　
第
ニ
基
図
は
、
第
一
八
、
　
一
九
図
と
同
じ
系
統
の
角
を
屯
つ
た
例

で
、
壼
に
、
第
∴
二
図
と
周
じ
ゃ
う
な
具
合
に
つ
け
ら
れ
て
る
る
。

前
後
の
足
。
前
足
の
附
け
根
に
翼
。
第
一
五
図
と
同
様
、
尻
の
先
、

箭
足
の
閾
節
に
羽
根
毛
。
頸
、
胴
、
尾
に
は
特
殊
な
例
だ
が
、
蝉
文

の
様
式
化
し
た
文
様
が
つ
け
ら
れ
て
る
る
。
目
か
ら
は
、
倒
ハ
ー
ト

形
の
角
を
も
つ
た
龍
が
揖
で
み
る
、
と
い
ふ
か
、
雷
が
こ
の
も
の
に

化
し
て
み
る
。
後
足
の
附
け
根
か
ら
漁
る
羽
根
毛
に
も
七
三
が
つ
く
。

　
こ
の
例
を
橋
渡
し
に
、
独
立
し
た
弓
形
の
系
譜
の
探
求
は
、
角
、

轟
先
、
尾
等
が
シ
ャ
ボ
テ
ン
の
や
う
に
ご
て
ご
て
と
更
に
龍
頭
或
ひ

は
鳥
頭
を
も
ち
、
或
ひ
は
羽
根
毛
を
生
ん
で
ゆ
き
、
或
ひ
は
こ
れ
に

別
の
龍
が
絡
み
合
ふ
、
と
い
っ
た
類
に
踏
み
込
む
。
第
二
四
図
は
そ

の
例
で
あ
る
。
図
の
左
下
の
、
右
下
を
向
い
た
頭
か
ら
見
て
ゆ
く
と
、

　
　
　
　
　
繭
麗
に
つ
い
て
（
林
）

額
に
は
退
化
し
た
角
。
頭
の
真
上
か
ら
爵
る
羽
根
毛
は
γ
字
形
に
交

叉
し
、
片
方
に
驚
頭
が
つ
く
。
胴
を
た
ど
っ
て
ゆ
く
と
頭
の
真
下
に

　
足
。
例
の
ご
と
き
爪
を
も
つ
。
関
節
に
は
羽
根
毛
。
上
に
向
ふ
と
上

，
尚
の
羽
根
毛
を
生
じ
、
こ
れ
に
更
に
水
平
黒
陶
の
羽
根
毛
が
つ
く
。

胴
は
艶
紅
に
一
巻
き
し
て
尾
で
終
る
。
こ
の
尾
に
も
う
一
匹
小
規
模

　
の
龍
が
絡
む
簸
。
。
か
う
い
っ
た
龍
が
コ
匹
背
中
合
せ
に
な
っ
て
み
る

　
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
構
　
凶
の
一
つ
の
例
で
あ
る
が
、
か
」
、
る
シ
ヤ
ボ

　
テ
ン
的
構
成
の
龍
が
前
節
の
時
期
に
、
細
地
丈
化
し
た
子
孫
を
多
く

持
っ
て
み
る
こ
と
は
い
ふ
ま
で
竜
な
い
。

　
第
二
〇
図
の
ご
と
き
、
龍
頭
を
鼎
の
足
の
頭
部
に
戴
け
た
例
は
、

第
二
一
二
図
に
そ
の
系
統
が
た
ど
ら
れ
る
。
太
い
眉
、
目
の
具
舎
。
口

及
び
鼻
は
ひ
と
つ
づ
き
に
S
字
形
で
表
は
さ
れ
、
そ
の
右
上
に
ハ
ー

ト
形
の
耳
。
こ
れ
を
ぐ
る
つ
と
巻
い
た
C
字
形
の
角
。
コ
列
の
鱗
が

　
つ
け
ら
れ
て
る
る
が
、
こ
れ
は
、
六
四
頁
に
引
い
た
鑑
の
龍
頭
に
も

み
ら
れ
る
。
眉
の
上
に
小
龍
を
伴
ふ
が
、
　
「
戦
国
式
銅
器
の
研
究
」

図
版
二
四
。
6
器
足
頭
部
龍
頭
の
小
龍
を
伴
ふ
の
も
こ
の
伝
統
で
あ

ら
う
か
。
第
囲
七
門
島
〇
図
に
あ
っ
た
ご
と
き
、
眉
聞
の
鰭
は
、
二

三
図
の
例
で
は
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
岡
塊
禺
土
の
別
な
鼎
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
五
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、
龍
に
つ

い
て
（
林
）

贋
闇
に
鰭
塗
託
ち
、
鱗
で
飾
ら
れ
た
角
な
竜
つ
龍
頭
が
み
ら
れ
る
。

　
な
ほ
、
第
二
〇
図
の
籠
頭
に
は
伏
せ
て
み
た
一
対
の
羽
根
毛
は
、

　
「
薪
鄭
郵
器
し
一
〇
四
葉
、
立
鶴
壷
の
足
を
な
す
動
物
頭
に
立
体
的

な
形
で
見
ら
れ
、
こ
れ
が
更
に
複
雑
化
し
た
も
の
と
思
は
れ
る
例
は
、

嗣
地
嵐
土
の
壷
に
附
属
す
る
立
体
形
払
物
に
数
多
く
あ
る
一
・

　
新
鄭
の
時
期
を
き
り
に
、
　
一
応
こ
の
度
は
打
ち
切
る
。
こ
れ
か
ら

先
の
荒
筋
だ
け
を
述
べ
で
お
け
ば
、
園
部
の
龍
か
ら
遡
っ
て
、
第
訟

七
図
一
二
〇
図
を
通
っ
て
第
二
三
図
鼎
の
足
の
上
部
の
龍
頭
に
来
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

系
譜
は
、
西
…
周
末
、
属
王
代
の
大
一
声
の
足
の
上
部
の
襲
踏
筑
を
通
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊥

て
、
真
直
に
周
初
の
「
頭
作
宝
尊
郵
」
銘
あ
る
鼎
の
足
の
襲
塾
に
到

め
つ
く
。
ま
た
二
四
図
の
ご
と
き
丈
様
は
、
旗
標
辛
軸
簾
3
、
M
δ
、

　
　
　
　
　
㊥

瓶
2
5
癸
掘
遺
物
の
ご
と
き
ょ
り
粗
大
な
類
に
系
統
を
た
ど
る
。
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧
　
　
　
　
⑳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

一
類
は
、
西
周
末
、
属
王
代
の
三
品
蓋
、
號
仲
奮
、
今
白
吉
父
尉
、

　
　
　
⑰

銃
叔
旅
鐘
な
ど
に
そ
の
胚
胎
期
が
み
・
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
西
周
．

末
一
春
秋
前
半
の
龍
を
例
に
よ
っ
て
身
体
各
部
毎
に
検
討
す
る
と
、

頭
の
形
、
角
、
轟
の
先
の
羽
根
毛
、
体
の
ポ
ー
ズ
な
ど
、
生
初
に
伝

　
　
　
⑭

統
を
3
1
き
、
そ
れ
に
相
忘
す
る
所
謂
襲
整
そ
の
他
、
某
龍
と
普
通
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
六

づ
け
ら
れ
る
も
の
、
な
ど
が
殴
周
初
遺
物
に
見
出
さ
れ
る
。
休
の
各

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

部
が
頭
を
も
つ
て
龍
化
す
る
現
象
は
、
爾
王
代
の
矢
人
血
に
、
そ
の

胚
胎
が
み
ら
れ
る
と
愚
は
れ
る
が
、
そ
の
や
う
な
奇
怪
な
表
現
が
何

故
起
つ
た
か
に
つ
い
て
は
十
分
に
は
明
ら
か
で
な
い
。

　
一
方
甲
骨
墨
型
宇
よ
り
、
籠
と
は
本
来
、
所
謂
b
⇔
◎
旺
Φ
ぎ
鷺
を

も
ち
、
繋
盤
と
同
じ
頭
の
形
を
し
て
、
S
掌
形
に
く
ね
っ
た
胴
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

れ
に
足
、
鰭
を
撃
つ
た
竜
の
で
あ
る
こ
と
を
知
る
。
色
女
な
姿
勢
、

身
体
各
部
分
各
種
の
組
合
せ
を
も
っ
た
も
の
を
、
い
か
に
し
て
、
や

は
り
龍
の
属
と
し
て
扱
ひ
う
る
か
は
、
そ
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
の
意

義
の
考
察
を
倹
た
ね
ば
な
ら
な
い
。

「
註
」

①
関
野
「
貞
「
皮
那
媒
酌
爪
省
M
に
於
け
る
滑
込
代
簸
説
赫
の
齋
衣
繍
岬
」
國
版
…
〇
三

②
同
、
閣
販
一
二
九

③
こ
こ
で
渓
意
す
べ
逡
こ
と
は
、
楚
辞
、
瀧
南
子
を
夫
々
注
し
、
昏
種
の
龍

　
の
形
態
に
つ
い
て
述
べ
る
と
こ
ろ
多
い
王
逸
、
高
覧
と
い
っ
た
人
々
が
、

　
日
頃
見
て
み
た
龍
と
は
、
大
体
か
か
る
単
調
な
、
略
一
類
と
見
う
る
ご
と

　
き
亀
の
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
鮫
龍
、
蠣
龍
、
応
龍
、
等
々
と
は
い
か

　
な
る
も
の
で
あ
る
か
に
つ
い
て
、
卿
…
導
は
債
へ
ら
れ
た
知
議
と
し
て
の
み

　
知
っ
て
み
た
の
で
は
な
い
か
と
思
は
れ
る
．
、
よ
η
宵
い
時
肌
代
の
色
々
の
龍

　
に
つ
き
、
こ
れ
ら
の
注
釈
｝
を
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
フ
…
ノ
イ
し
て
み
よ
う
と
試
み
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る
と
嚢
、
丁
度
う
ま
く
あ
て
は
め
う
る
亀
の
が
見
禺
せ
な
い
の
は
一
弼
か

　
　
か
る
轟
掛
幡
㈲
に
由
る
の
で
は
な
か
ら
う
か
。

④
．
↓
§
き
↓
に
の
欝
9
弩
。
い
。
剛
〉
⇔
9
。
翼
O
三
塁
．
℃
や
置
一
顧
噂
氏
の

　
　
あ
げ
る
理
宙
は
妥
当
と
思
ふ
。

丁
⑤
騨
類
錠
蒔
お
昌
、
出
養
陣
慧
幽
頴
§
．
（
｝
W
ン
臼
圃
ッ
国
〉
．
　
β
o
・
一
Q
o
）
℃
・
蕊
以
下

　
氏
の
論
は
あ
ま
り
に
も
ロ
ヂ
カ
ル
に
片
附
け
す
ぎ
る
難
が
あ
る
が
。

⑥
「
増
訂
洛
陽
金
村
奇
言
聚
英
」
七
一
頁

⑦
、
窓
。
言
購
。
埠
累
貯
－
卜
い
篇
鐸
〉
ぴ
田
づ
．
（
翻
若
男
麟
〉
．
鼻
目
3

⑤
　
「
増
訂
吻
粗
織
金
村
古
調
…
豪
美
」
図
版
八
○

⑨
梅
原
血
木
油
「
戦
量
定
繍
慰
鰍
の
研
究
」
七
一
頁
以
下
参
．
照

⑩
唐
繭
「
毒
心
所
瑞
歯
器
酒
気
」
（
國
単
季
刊
、
四
ノ
一
、
三
頁
以
下

⑪
　
「
十
二
叡
吉
金
園
録
」
奪
、
　
一
七
一
一
二

⑫
「
澗
烏
金
文
辞
大
系
放
釈
」
補
録
、
二
頁

⑱
岡
冶
、
掃
園
三

⑭
　
「
…
戦
国
式
銅
器
の
研
究
」
図
版
八
三
、
八
四

⑱
揃
庸
、
囲
版
八
七

⑯
梅
原
宋
「
油
「
増
穂
國
時
踏
代
の
明
器
陶
〃
落
し
（
「
東
洋
史
研
究
」
新
畑
ノ
一
撃
…
図

　
　
一
ノ
一

⑬
圃
右
、
活
版
一
、
下

⑱
艦
影
五
世
記
に
は
、
次
紳
即
に
の
べ
る
ご
と
く
、
李
崎
フ
ン
ド
に
見
る
ご
と
き

　
　
ム
時
代
・
憶
い
丈
繕
陣
が
行
【
は
れ
て
み
る
の
で
あ
る
。
今
例
と
し
て
引
い
た
遮

　
　
物
一
に
織
…
頭
上
の
差
異
が
あ
り
、
従
っ
て
時
代
の
芯
剛
後
竜
勿
紘
心
あ
る
は
つ
で

　
　
あ
る
が
、
現
在
の
ご
と
選
巌
ず
鷹
側
瀬
棚
…
の
現
状
で
は
、
葛
城
差
土
十
労
に
は

輔篇

ﾉ
つ
い
て
（
林
）

　
わ
か
ら
ず
、
時
代
｝
の
蒔
剛
後
も
百
年
を
単
位
と
す
る
大
雑
把
な
竜
の
を
以
て

　
す
る
外
は
な
い
。

⑲
伝
金
村
下
土
の
玉
の
中
に
は
今
と
り
上
げ
た
第
一
二
一
一
四
閣
の
竜
の
と

　
は
明
ら
か
に
異
っ
た
作
行
一
き
の
も
の
が
あ
る
。
　
（
増
訂
洛
南
金
村
古
蔦
聚

　
英
」
男
気
＝
二
・
5
と
か
図
版
一
〇
七
・
3
・
4
の
ご
と
を
）
こ
れ
ら

　
は
、
体
の
内
部
の
穀
激
丈
が
　
顧
る
し
く
視
覚
に
，
追
っ
て
繁
辱
の
感
を
与
へ
、
・

　
頭
一
邸
の
爾
訳
琳
〃
に
お
い
て
は
、
上
下
の
顎
の
切
れ
賛
が
並
行
襟
を
な
し
て
ゐ

　
る
占
描
、
先
の
類
が
顎
を
大
老
く
開
い
て
牙
を
露
は
し
、
そ
の
申
が
三
角
…
形

　
を
な
し
て
み
る
の
と
差
異
が
あ
る
．
、
体
の
内
部
を
遡
　
め
る
穀
粒
亥
〃
が
颪
《
に

　
顕
避
し
て
み
る
例
も
金
村
に
あ
り
　
（
♂
く
・
O
劉
を
三
隠
0
・
、
口
、
9
語
聾
o
h

　
O
乙
困
・
o
ン
，
9
⇔
α
q
”
．
空
・
α
囚
×
X
く
．
（
況
因
×
＜
じ
灘
浜
M
6
0
（
郭
髪
鈎
『
古

　
玉
酬
薪
詮
」
集
刊
廿
本
下
、
禰
q
図
三
）
の
フ
ン
ド
は
す
べ
て
こ
の
式
の
も
の

　
か
ら
成
っ
て
み
る
。
こ
の
類
と
霊
廟
ニ
i
一
四
醐
凶
の
類
と
は
時
代
を
異
に

　
す
る
と
見
る
べ
き
で
あ
ら
う
。
（
勿
論
中
間
式
も
あ
り
、
戴
然
と
は
分
け

　
え
な
い
）
っ
第
一
二
一
一
四
図
に
あ
げ
た
類
は
、
こ
の
糖
腿
よ
り
瀞
佼
画
の
も
の

　
・
と
田
心
ふ
。
後
述
の
ご
と
く
、
晶
剛
山
ハ
世
紀
晶
隅
黙
†
或
は
そ
れ
よ
執
り
・
も
細
網
に
口
帰
す

　
べ
窒
新
山
の
フ
ン
ド
ゆ
に
こ
の
類
の
玉
が
あ
り
、
　
（
闘
W
百
益
「
螂
欝
菰
轟
再
皿
僻

　
図
考
」
一
〇
。
一
一
）
ま
た
こ
の
類
一
に
あ
る
龍
頭
の
側
顧
観
と
見
ら
れ
る

　
も
の
の
表
現
は
、
　
後
脇
艶
の
ご
と
く
、
鋳
則
六
一
五
の
枇
紀
の
亦
ハ
に
成
瓢
嬉
し
“
κ
。

　
李
鹸
フ
ン
ド
で
代
表
さ
れ
る
一
時
期
の
鋼
器
丈
様
に
現
れ
る
そ
肛
と
興
遜

　
な
亀
の
が
あ
り
、
冷
晶
引
い
た
蹴
㎝
試
図
6
0
の
フ
ン
ド
中
に
は
、
隠
の
聞
か
ら

　
コ
ン
マ
状
の
雪
を
歯
し
た
も
の
が
あ
っ
て
、
　
（
郭
室
釣
、
前
引
、
図
版
拾

　
参
、
左
上
、
即
ち
、
挿
黙
三
、
ω
O
や
）
こ
れ
な
ど
は
、
ま
さ
に
添
い
つ
た

六
七
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晶龍

ﾉ
つ
い
て
（
林
）

時
期
（
及
び
そ
栖
よ
り
一
段
月
島
の
時
期
）
の
銅
器
文
様
に
聯
〃
微
的
な
も
の

だ
か
ら
で
あ
る
。
体
の
内
部
を
半
凝
廿
彫
的
な
麟
腿
粒
文
、
ハ
ー
ト
形
渦
丈
な

ど
で
響
つ
し
り
埋
め
る
手
法
は
、
動
物
文
の
体
内
を
渦
文
で
埋
め
る
銅
器

丈
繕
…
の
伽
衣
現
と
、
同
一
志
向
の
所
慶
で
あ
ら
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
今
私
什
か
時
代
に
お
い
て
先
で
あ
〃
る
と
考
へ
た
式
の
玉
が
「
、

先
程
難
壁
に
お
い
て
例
一
と
し
て
引
い
た
置
網
金
欝
｝
鈎
と
隅
じ
製
作
の
激
脳
形
の

権
に
…
厭
め
ら
れ
た
…
例
が
あ
る
の
で
あ
る
。
　
（
一
例
へ
ば
、
　
「
増
訂
洛
陽
金
村

吉
師
事
勇
進
版
九
八
。
－
）
こ
れ
に
嵌
め
ら
れ
て
み
る
や
う
な
体
を
く
ね

ら
せ
た
龍
形
の
箪
が
腰
部
、
体
の
上
部
に
楓
び
る
倣
釜
と
し
て
使
は
れ
た

も
の
た
る
こ
と
は
、
下
県
の
M
－
、
M
7
5
（
銀
宝
一
一
、
凶
削
引
、
極
「
図
形
、

揺
囲
五
）
の
例
で
明
ら
か
で
あ
る
。
事
実
、
こ
の
帯
鈎
に
嵌
入
せ
ら
れ
て

い
る
玉
は
勿
鵡
鋼
、
先
に
本
・
文
に
あ
げ
た
黄
金
湘
製
の
枢
に
駅
め
た
例
も
、
た

穿
帯
鈎
に
嵌
入
す
る
た
め
だ
け
に
製
作
せ
ら
れ
た
と
し
た
ら
不
必
要
な
筈

の
、
糸
を
通
す
た
め
の
小
さ
い
孔
が
あ
け
ら
れ
て
る
る
。
然
ら
ば
、
　
か

煽
る
嵌
玉
帯
鉤
の
玉
は
、
本
来
偲
…
玉
で
あ
る
も
の
を
、
帯
鉤
に
転
用
し
た

の
で
あ
り
、
舷
他
っ
て
一
時
代
誠
田
の
鰍
玉
を
錨
り
に
使
っ
て
澱
宙
鉤
に
使
っ
た

と
い
う
こ
と
も
十
分
考
へ
う
る
の
で
あ
る
。
こ
の
や
う
な
例
が
あ
る
た
め

に
、
’
今
の
轟
黄
金
嵌
玉
帯
鉤
の
例
に
お
い
て
、
金
属
部
と
玉
転
の
共
存
の
み

を
以
て
両
者
の
岡
時
代
た
る
こ
と
を
簡
単
に
結
紘
麗
し
な
か
っ
た
わ
け
で
あ

る
。

⑳
一
切
経
音
義
引
誰
紹

＠
説
文
、
「
強
し
下

⑫
銘
「
掲
祁
韓
紅
黄
池
為
趙
髭
寄
邦
王
望
粥
金
合
為
嗣
聴
し

⑳

六
八

♂
〈
」
）
．
〆
，
簿
7
再
〉
島
馨
p
三
〇
回
）
ρ
冨
亀
Ω
鯉
ぎ
塁
。
鳴
蓼
箒
諾
ψ
．
Q
W
震
・
琶
ρ
σ
q
●

H
8
メ

陳
夢
家
「
偶
廃
弛
壼
解
釈
」
（
燕
京
学
煙
し
二
一
期

（
唐
獺
附
の
解
釈
は
渦
舶
外
細
文
の
引
用
よ
サ
知
る
）

孫
』
海
波
「
河
轟
南
金
石
望
事
…
稿
」
閲
コ
一
〇
の
考
釈
、

イ
晶
ッ
｝
の
釈
は
最
も
不
備
で
、
今
の
場
會
論
外
で
あ
る
。
孫
海
波
は
唐

釈
に
従
ひ
、
最
秘
の
偶
宇
を
遜
と
勤
詞
に
よ
む
。
然
し
「
偶
狸
掘
の
呉
王

た
る
こ
と
は
陳
釈
に
精
し
い
考
証
が
あ
り
、
私
は
こ
れ
を
取
り
た
い
。
孫

山糠

g
の
陳
鞭
脚
に
対
す
る
説
ハ
難
脳
は
比
較
的
薄
糊
駒
に
思
は
れ
る
。
陳
釈
は
甚
だ

合
理
的
で
あ
る
が
、
あ
ま
り
に
息
の
長
い
文
章
と
な
り
す
ぎ
る
点
少
し
不

安
で
あ
る
。
と
も
か
く
短
く
切
っ
て
よ
ん
で
み
て
も
主
潮
照
が
う
ま
く
わ
か

ら
な
い
。
大
後
閑
…
つ
た
銘
文
で
あ
る
。

「｝

ｼ
周
金
文
趣
町
大
系
放
釈
」
　
エ
一
晶
ハ
買
以
下

⑳
剴
・
禁
霞
δ
窪
二
、
貯
§
q
Ω
δ
・
貯
Ω
μ
貯
霧
・
野
§
N
＄
．
（
剴
財
弓
鳴
〉
・

　
嵩
9
Q
O
．
空
’
く
嵩
に
写
真
。
観
堂
集
林
別
集
「
呉
王
妃
差
縄
蹟
し
　
「
両
周

　
金
文
辞
解
職
考
釈
」
叉
一
五
五
頁

⑳
幽
「
戦
國
式
銅
器
の
研
兜
」
五
（
下
）
、
　
注
1
8
参
照
。
こ
エ
に
漏
れ
た
も
の

　
は
力
茎
ル
グ
レ
ン
の
坑
露
文
に
引
か
れ
て
い
る
。

⑳
「
論
衡
葬
維
図
録
」
図
；
｛

⑳
朱
代
の
か
鼓
る
お
粗
末
な
図
を
引
く
こ
と
に
つ
い
て
、
カ
ー
ル
グ
レ
ン
の

　
弁
解
、
即
ち
、
冷
・
日
鰹
ハ
物
の
残
っ
て
み
る
鯛
一
で
現
物
と
図
を
対
比
す
る
こ

　
と
に
よ
り
、
か
瓦
る
図
の
画
選
｛
刀
の
癖
を
知
る
や
う
に
な
る
と
、
こ
の
や

　
う
な
翻
凶
も
出
小
怒
勘
酷
な
輪
唱
が
描
凶
然
と
見
る
場
合
よ
り
愚
か
に
多
く
の
こ
と
を
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賠
る
も
の
で
あ
り
、
思
っ
た
程
危
険
の
少
な
い
竜
の
で
あ
る
、
（
、
渚
．
ぎ
貸
欝
山

　
O
財
O
償
坤
鴇
O
露
⇔
o
い
ζ
ひ
鴇
畦
O
⇒
N
o
切
、
賢
ソ
幽
帰
国
》
・
嵩
O
・
O
Q
●
や
器
・
）
を
二
一
り
て

　
お
か
う
。

⑳
　
コ
阿
周
金
文
辞
大
系
放
釈
」
一
八
五
頁
。

　
他
に
、
叔
夷
鍵
（
「
博
古
図
」
巻
三
沢
、
五
葉
）
秦
公
鐘
（
「
考
古
園
」
巻

　
七
、
九
曲
集
）
の
紐
に
も
や
奥
根
似
た
龍
の
絡
み
含
つ
た
も
の
が
醐
［
か
れ
て

　
み
る
。
凶
削
者
の
繍
文
が
、
齊
霊
公
（
沖
削
五
八
一
一
五
五
四
）
代
の
竜
の
で

　
あ
る
こ
と
は
銘
丈
に
明
記
が
あ
り
、
確
か
で
あ
る
。
後
者
は
、
「
重
藤
険
山

　
祖
受
天
命
・
：
：
・
十
又
二
公
」
と
あ
り
、
誰
か
ら
数
へ
て
十
王
二
公
に
な
る

　
か
決
し
難
い
の
を
、
郭
沫
若
が
、
　
「
両
周
金
文
辞
大
系
考
釈
」
で
こ
の
鐘

　
の
、
叔
夷
鋳
と
軍
制
、
花
文
が
殆
ん
ど
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
こ
と
よ
り
、

　
襲
公
よ
い
り
数
へ
て
∴
一
二
爪
ハ
、
　
秦
景
公
　
（
漁
麟
五
七
点
ハ
…
五
三
七
）
　
と
な
し
て
、

　
叔
夷
鋳
と
時
代
を
合
せ
た
の
で
あ
る
。
所
が
、
両
者
の
図
は
ア
イ
デ
ン
テ

　
ィ
ク
な
の
に
か
鼠
は
ら
ず
、
尺
寸
の
記
述
に
よ
り
図
を
か
い
て
み
る
と
、

　
両
者
は
昏
部
の
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
を
異
に
し
て
み
る
の
が
わ
か
り
、
上
夷

　
鋪
は
紐
が
極
く
小
さ
く
て
、
泰
公
鐘
及
び
図
と
全
く
倉
は
ぬ
。
ど
ち
ら
も

　
　
「
内
府
三
諦
」
で
あ
り
、
轟
田
文
の
仙
鋤
あ
る
占
…
が
問
じ
な
の
で
、
何
か
の
酬
忌
違

　
ひ
で
秦
公
鐘
の
穏
を
叔
夷
鋳
の
方
に
使
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
と
電
か
く
図
が
問
違
っ
て
み
る
の
で
、
郭
氏
の
秦
公
鐘
及
び
岡
［
銘
の
段
の

　
時
代
決
定
は
そ
の
根
拠
を
失
ふ
。
疑
は
し
い
故
両
L
万
と
も
使
は
な
か
っ
た
。

⑳
　
「
新
陰
癬
器
」
上
、
　
一
葉

⑳
「
同
膚
、
㎎
一
葉
ウ
ラ
、
こ
の
拓
本
で
は
角
が
。
宇
形
に
曲
っ
て
み
た
か

　
否
か
一
小
明
だ
博
か
、
　
悶
【
山
難
曲
莱
の
鼎
左
足
の
酬
円
で
は
、
　
C
字
形
に
な
つ
げ
」
み
る

灘…

ﾉ
つ
い
て
（
纏
）

　
の
が
ど
う
や
ら
わ
か
る
。

⑪
「
両
五
金
交
辞
大
系
図
録
」
閣
編
一
六

⑫
「
有
隣
大
観
」
玄
一
頁

⑳
　

「
溶
県
灘
器
」
M
3
．
．
閃
門
三
、
瑚
五
、
｝
丑
閃
門
、
｝
血
九
、
山
ハ
三
頁
．
，
M
5
．
．
∴
ル
、

　
三
五
、
三
七
、
三
九
、
四
九
頁
；
M
2
5
：
五
六
、
六
五
頁
参
照
○

⑧
「
交
那
古
銅
精
華
」
玉
器
、
一
二
二
図
。

⑱
）
「
十
二
家
吉
金
図
録
」
雪
、
一
一
G

⑳
　
「
巌
窟
吉
金
図
録
」
上
、
　
一
八
図
。

⑰
「
陳
氏
旧
蔵
＋
鑓
」
第
九
。

⑳
S
字
形
の
曲
龍
に
つ
い
て
梅
原
底
物
士
が
一
既
に
指
摘
さ
れ
る
「
支
那
の
立
臼
銅
器

　
時
代
に
つ
い
て
し
　
（
「
麦
那
考
古
学
論
考
」
所
収
）
、
｛
五
七
頁
。

⑳
「
両
君
金
丈
辞
大
系
垂
泣
」
閣
編
、
一
五
一
翫

⑳
甲
骨
丈
龍
字
（
「
毅
虚
書
契
前
編
」
隣
・
五
賜
・
三
の
ご
と
き
体
。
唐
蘭

　
が
「
莱
壌
閣
所
蔵
甲
骨
至
聖
」
で
蛾
と
釈
ず
る
字
は
甥
）
は
筆
丈
龍
字
よ

　
り
、
金
文
、
古
謡
交
の
龍
、
龍
罪
掌
を
病
気
に
断
絶
な
い
発
展
が
た
ど
ら
れ

　
る
。
甲
骨
交
仙
龍
脚
＋
の
、
後
に
辛
に
蛎
醐
変
ず
る
部
分
が
切
。
仲
二
〇
プ
。
「
部
の

　
象
形
た
る
こ
と
は
、
股
虚
書
契
前
編
」
四
・
五
聖
・
一
、
「
殿
契
厳
存
」

　
九
四
二
、
　
「
殿
契
卜
辞
」
三
四
、
の
体
を
み
れ
ば
わ
か
る
。
足
の
あ
る
例

　
は
「
小
屯
」
甲
、
三
三
五
七
に
あ
る
。
臨
交
で
肉
に
な
る
冷
厳
が
、
下
顎

　
の
山
削
或
ひ
は
後
に
巻
い
た
薄
…
頭
の
線
的
蓑
現
で
あ
る
こ
と
は
い
ふ
ま
で
竜

　
な
い
。
鰭
脚
は
、
　
「
小
屯
」
の
A
胃
あ
げ
た
例
の
背
申
に
鈎
形
に
心
表
は
さ
れ
て

　
み
る
が
こ
れ
が
魍
冤
職
階
の
鼠
一
筋
、
蒲
脚
属
一
の
背
銅
容
器
等
を
厳
め
し
く
飾
る
鰭
…

　
の
簡
略
な
蓑
現
で
あ
る
こ
と
を
今
舐
明
す
る
に
は
紙
面
が
不
足
で
あ
る
。

六
九
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and蝕ancial　basis　tap・1・which　the　slavery　was　firin1アestablished．

Sach　a　government，　however，　gave　rise　to　the　severe　tension　between

the　c．lasses　and　they　wihiessed　many　c．olisions　and　civil　wars　since　the

latter　part　of　tke　fifth　century．　’1”hrough　these　turbulent　ages　which

gave　statesmen　sleepless　nights　the　miyake　was皿etamorphosed　as　we11，

uIlt圭1　with　the　drastic　experiments　of　the　Sogas，（蘇我）we　enter　upon

anew　phase　of　its　development．　Th6　so－called　Ritsuryo（律令）r6gime

is　nothing　but　the　ages　which　were　heralbed　by　such　an　iron　h［tnd　of

the　great　lord．

A　Study　of　the Dragon

　　　　by

M．　Hayashi

　　One　of　the　most　popular　pft，　tterns　of　animal　in　ancient　China　was　the

dragon．　But　the　studies　in　its　ori．crins　and　substance　have　heretofore　ma－

de　not　a　few　mistakes．　ln　such　a　stttdy　it　goes　without　saying　that　we

have　to　be　aware　of　the　nearest　form　to　the　original．　On　the　pre－E［an

vessels　and　other　remains，　we　find　various　kinds　of　dragon－like　figures，

but　hoNsr　can　we　distinguish　them　from　other　tiger－like　monsters　or

from　tlie　will－o－the－wisps　？　E［ence　the　archaeological　methods　becoixie

availa1）1e　and　工atte皿pted　at　the　iconographical　arrεmgeme獄t　of　dragons

in　order　to　be　understandable　to　the　significa，nce　of　the　ornaments　oR

the　bronzes　of　the　Yii｝一Chou　era．　Mentions　will　be　made　one　after　the

otlier　on　those　remains　：　the　ste｝e　of　the　Eastern　IE［an．　the　mirrors　with
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

four　sacred　animals　of　ct｝rdinal　points　around　the　beginning　of　the　Ch－

ristian　era，　the　mirrors　frorn　the　Shou－Cliou　（geSvbD　district　at　the　begi－

nn沁g　of　the　H鋤period，　the　materials　from　the　graves　of　Kiぬ一ts‘un（金

村）il｝the　latter　part　of　the　period　o｛Warring　S亡ates，　the　Li－yu（李；励

finds　toward　the　ei］d　of　the　Ts‘iun－Ch‘iu　era　and　the　objects　found　a．　t

Sill－Ch‘eng　　（新鄭）　which　be16ng　to　a　little　e批rlier　period・　Though　I

could　not　disctiss　more　in　detail　in　this　brief　essay，　still　it　remains　for

me　to　confess　my　contentment　that　1　have　become　awar¢　of　the　form

of　the　drasron　duri．nst　the　Ts‘itm－Ch‘iu　and　thosL’i　turbulent　a．cres　on　the

Continent．


